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2白馬議会だより　147号　令和6年1月31日

ふるさと納税
6億4000万円の見込み

議
案
第
52
号

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Q　
�

責
任
あ
る
職
種
、資
格
の
あ
る
職
種
等
は

妥
当
な
数
字
と
思
え
る
が
、集
落
支
援
員

の
金
額
は
、高
す
ぎ
る
と
考
え
る
が
妥
当

か
。

A　

�

集
落
支
援
員
の
報
酬
は
一
般
事
務
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
が
、通
訳
、翻
訳
の
担
当
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
職
員
も
い
る
の
で
適

当
だ
と
考
え
る
。

意見　

�

集
落
支
援
員
は
国
か
ら
の
特
財
を
得
る
た

め
だ
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
い
る
が
、総

務
課
に
い
る
集
落
支
援
員
が
も
ら
う
額
と

し
て
は
妥
当
で
は
な
い
。

Q　

�

専
門
的
な
職
員
の
額
が
妥
当
な
の
か
。待

遇
改
善
を
考
え
て
は
。

A　

�

国
で
は
技
術
系
の
正
規
職
員
を
新
た
に
と

る
こ
と
は
推
奨
し
て
い
な
い
。そ
の
た
め

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
い
る
。
他
の

仕
事
と
兼
ね
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、

担
当
課
で
検
討
し
て
も
ら
う
。

討論　

�

賛
成
す
る
が
、人
材
確
保
の
た
め
金
額
の

妥
当
性
に
つ
い
て
は
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
54
号

令
和
５
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）所
管
事
項

【
総
務
課
関
係
】

　
電
気
料
単
価
高
騰
に
よ
る
光
熱
費
１
５
０
万

円
を
増
額
。ふ
る
さ
と
納
税
事
業
１
億
７
９
２
９

万
１
千
円
の
増
額
は
、納
税
寄
付
額
の
最
終
見
込

み
額
を
６
億
４
０
０
０
万
円
と
す
る
こ
と
に
伴

う
関
係
諸
経
費
。ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る

寄
附
金
に
基
づ
く
積
立
金
に
２
億
５
５
５
０
万

円
の
増
額
。

Q
　�

光
熱
水
費
の
削
減
の
た
め
に
、天
井
の
高

い
と
こ
ろ
は
、シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
付

け
る
な
ど
工
夫
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

A　

�

空
調
は
大
切
な
役
割
な
の
で
、十
分
検
討
し
た
い
。

【
住
民
課
関
係
】

　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
業
シ
ス
テ
ム
連
携
に

よ
る
改
修
費
５
３
０
万
４
千
円
の
増
額
。

　

公
衆
ト
イ
レ
管
理
事
業
20
万
円
の
増
額
は
、改
修

と
使
用
マ
ナ
ー
の
悪
化
に
よ
る
消
耗
品
の
増
加
。

Q　

�

道
の
駅
の
ト
イ
レ
で
悪
質
な
い
た
ず
ら
と

言
っ
て
い
た
が
、内
容
は
。

A　

�

お
む
つ
を
便
器
に
流
し
て
詰
ま
ら
せ
る
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
過
剰
に
流
さ
れ

る
、排
便
を
壁
に
塗
ら
れ
る
こ
と
が
相
次

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
6
5
4
5
万

６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を

69
億
3
8
9
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

議案の概要

主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

か ら審 議 総務社会委員会

国県事業配分決定で
犬川での小水力発電実現へ

い
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
警
察
に
も
相
談

し
て
い
る
。

【
健
康
福
祉
課
関
係
】

　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
１
世
帯
当
た
り
７
万

円
を
支
給
す
る
事
業
に
５
８
５
０
万
円
の
増
額
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新
設
に
よ
る
自
立
支
援
給

付
金
６
５
９
万
２
千
円
、
国
庫
負
担
金
返
還
金

３
７
９
万
９
千
円
。保
健
予
防
事
業
57
万
７
千
円
の

増
額
は
、令
和
４
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務
の
精
算
に
よ
り
国
に
返
還
す
る
も
の
。

Q
　�

ワ
ク
チ
ン
の
保
管
に
つ
い
て
、不
足
し
て

い
る
市
町
村
や
医
療
機
関
な
ど
に
供
給
し

て
い
く
の
か
、た
だ
有
効
期
限
ま
で
保
管

す
る
の
か
。

A　

�

ワ
ク
チ
ン
の
実
情
は
、ど
こ
の
市
町
村
も

余
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、過
不
足
が

生
じ
た
場
合
は
市
町
村
間
で
融
通
し
合
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
】

　

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
維
持
管
理
事
業

83
万
６
千
円
の
増
額
は
、風
向
風
力
計
の
修

繕
費
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
５
４
５
万
円
の

増
額
は
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
ス
キ
ー
選
手
育
成
強
化
費
。

Q　

�

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ク
タ
ー
三
次
元
の
風
向
風

力
計
の
修
繕
は
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
か
。費
用

は
県
と
折
半
か
。

A　

�

移
動
式
の
も
の
で
、ラ
ー
ジ
ヒ
ル
に
も
使
用
。

県
と
協
議
の
上
、村
が
一
時
的
に
支
出
す
る
が
、

県
は
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
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議
案
第
44
号
と
第
45
号

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

︿
議
案
の
概
要
﹀

関
連
す
る
た
め
一
括
で
説
明
、質
疑
を
行
う
。

村
道
２
１
２
５
号
線（
八
方
口
）は
、一
部
を
供
用

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、全
線
を
廃
止
し
、新

た
に
共
用
し
て
い
る
部
分
を
村
道
２
２
７
３
号
線

（
八
方
口
）と
し
て
認
定
。
村
道
２
１
４
７
号
線（
和

田
野
）は
、村
道
の
中
間
部
分
に
お
い
て
、開
発
道
路

と
な
る
こ
と
か
ら
、全
線
を
廃
止
し
村
道
２
２
７
４

号
線
と
村
道
２
２
７
５
号
線
に
認
定
し
直
す
も
の
。

Q　

�

大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
で
き
る
開
発
道
路
に
面
す
る
建
築

物
に
も
建
築
許
可
は
お
り
る
の
か
。

A　

�

開
発
道
路
で
あ
っ
て
も
接
道
義
務
は
満
た

す
の
で
許
可
は
取
れ
る
。
ま
た
開
発
道
路

の
ま
ま
で
も
建
築
基
準
法
上
は
適
合
す
る
。

Q　

�

廃
止
さ
れ
る
村
道
の
付
近
の
住
民
の
除
雪

等
の
支
障
は
な
い
の
か
。

A　

�

今
回
廃
止
す
る
中
の
一
部
の
路
線
は
細
い

道
で
除
雪
路
線
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
従

前
ど
お
り
除
雪
を
行
う
と
こ
ろ
の
開
発
は
、

協
定
の
中
で
当
面
の
間
事
業
者
が
実
施
す

る
よ
う
に
約
束
を
交
わ
し
て
い
る
。

議
案
第
46
号　

財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

︿
議
案
の
概
要
﹀

　

譲
与
す
る
財
産
は
神
城
字
中
原
、同
南
ノ
沢
、

同
北
ノ
沢
、同
大
平
の
原
野
及
び
山
林
で
36
筆
、

19
万
6
3
3
1
㎡
を
神
城
県
行
造
林
契
約
期
間

満
了
に
伴
い
、旧
飯
森
部
落
と
旧
神
城
村
で
取
り

交
わ
し
た
契
約
に
従
い
、所
有
権
を
地
縁
団
体
飯

森
区
に
返
還
す
る
も
の
。

Q　

�

今
後
は
飯
森
区
で
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

A　

�

今
年
の
8
月
頃
に
意
向
確
認
や
説
明
会
を

実
施
し
た
。そ
の
後
、当
時
の
契
約
に
従
っ

て
返
還
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

議
案
第
54
号

令
和
5
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
5
号
）所
管
事
項

　

概
要
は
右
ペ
ー
ジ
と
同
じ
議
案
第
54
号
と
同
じ

【
農
政
課
関
係
】

　

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
よ
る
工
事
請
負

費
2
4
2
万
円
の
減
額
、犬
川
用
水
電
動
ゲ
ー
ト

設
置
・
小
水
力
発
電
事
業
の
事
業
費
増
加
に
伴
う

事
業
等
の
取
下
げ
と
国
県
事
業
配
分
決
定
に
よ

る
1
︐1
0
0
万
円
減
額
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
に
よ
る
対
策
実
施

隊
員
報
酬
81
万
9
千
円
や
捕
獲
報
償
58
万
5
千

円
、駆
除
委
託
料
15
万
5
千
円
の
増
額
。

　

現
年
発
生
農
地
農
林
施
設
災
害
復
旧
費　

8
2
5
万
3
千
円
の
増
額
は
9
月
10
日
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
等
に
よ
る
も
の
。

Q　

�

犬
川
用
水
電
動
ゲ
ー
ト
の
減
額
に
つ
い
て
、

減
額
後
の
内
容
は
。

A　

�

今
回
の
減
額
は
、国
と
県
の
予
算
が
決
定

し
た
た
め
。
今
年
度
の
予
算
の
ほ
か
に

前
年
度
繰
越
予
算
と
債
務
負
担
で
合
計

1
億
7
千
万
あ
ま
り
と
な
る
。
こ
の
合
計

額
で
一
括
発
注
手
続
き
を
組
ん
で
い
る
。

Q　

�

豪
雨
災
害
の
復
旧
場
所
は
。

A　

�

農
地
災
害
は
堀
之
内
・
野
平
・
嶺
方
で
法
面
崩

壊
等
が
3
件
。施
設
災
害
が
野
平
で
1
件
。

Q　

�

熊
の
出
没
場
所
が
通
学
路
だ
と
危
険
が
伴

う
。教
育
委
員
会
と
の
連
携
は
。

A　

�

教
育
委
員
会
と
協
力
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
る
。

【
観
光
課
関
係
】

　

観
光
振
興
負
担
金
等
５
２
７
万
４
千
円
は
、

松
本
空
港
シ
ャ
ト
ル
便
の
利
用
者
の
増
加
に
よ

り
３
１
７
万
円
増
と
白
馬
・
長
野
・
松
本
の
連
携

協
定
に
よ
る
３
市
村
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

２
１
０
万
４
千
円
の
増
。道
の
駅
白
馬
の
レ
ジ
シ
ス

テ
ム
設
備
更
新
の
負
担
金
と
し
て
4
6
0
万
円
増
額
。

Q　

�

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て
、長

野
市
と
松
本
市
の
負
担
は
あ
る
の
か
。ま

た
料
金
は
。

A　

�

係
る
費
用
は
折
半
す
る
。
料
金
は
松
本
空

港
往
復
シ
ャ
ト
ル
で
2
5
0
0
円
、白
馬

-

松
本
便
は
片
道
2
8
0
0
円
、白
馬

-

長
野

便
は
片
道
3
0
0
0
円

Q　

�

道
の
駅
の
更
新
は
急
に
決
ま
っ
た
の
か
。

A　

�

今
の
レ
ジ
は
Q
R
決
済
等
に
対
応
し
て
い
な

い
。
振
興
公
社
側
が
一
定
の
収
益
を
得
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
形
態
に
対
応
し
た
。

か ら審 議 産業経済委員会

国県事業配分決定で
犬川での小水力発電実現へ

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※�

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ
れ
る

「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容（
発
言
）を

要
約
し
纏
め
て
本
会
議
場
で
発
表
す
る
原

稿
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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12月定例会　議決結果
◯…可決　×…否決

番号 件　　名 総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

承認第 10号 令和 5年度白馬村一般会計補正予算（第４号）の専決処分報告について ― ― 初日承認

議案第 44号 村道路線の廃止について ― ◯ 可決

議案第 45号 村道路線の認定について ― ◯ 可決

議案第 46号 財産の譲与について ― ◯ 可決

議案第 47号 白馬村検診事業実施条例の制定について ◯ ― 可決

議案第 48号 白馬村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 49号 白馬村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 50号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 51号 フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 52号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 53号 白馬村個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例について ◯ ― 可決

議案第 54号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第５号） ◯ ◯ 可決

議案第 55号 令和５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） ◯ ― 可決

議案第 56号 令和５年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◯ ― 可決

議案第 57号 令和５年度白馬村水道事業会計補正予算（第３号） ― ◯ 可決

議案第 58号 令和５年度白馬村下水道事業会計補正予算（第３号） ― ◯ 可決

12月定例会　追加議案　議決結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

議案第 59号 白馬ノルウェービレッジの指定管理者の指定について

各委員会付託無し

可決

議案第 60号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 61号 工事請負契約の締結について 可決

12月定例会　請願・陳情　審査結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

陳情第 7号 白馬村小中学校給食費の補助拡充を求める陳情書
◯

( 反対：
津滝 )

―

不採択
（反対：丸山（和）、
横川、切久保、
太谷、津滝、
松本）

陳情第 8号 生活保護基準を引き下げ前に戻すことを国に要望する意見書提出を
求める陳情書

◯
(反対：
津滝、
丸山（勇）)

―

不採択
（反対：横川、
切久保、太谷、
津滝、松本、
丸山（勇））
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ぎあん解説

ふるさと納税返礼品業務は
観光局に！
白馬ノルウェービレッジ管理を兼ねる
議案第59号

白馬ノルウェービレッジの
指定管理者の指定について

白馬ノルウェービレッジは、1998年長野冬季オリン
ピック当時にノルウェー国のゲストハウスとして造ら
れた建物（全４棟）で、その後村が買い取り（一部は寄
付受納）、設立時の観光局はしばらくここを拠点とし、
１棟はオリンピック記念館ともなっていました。
観光局が離れたのち、数年前に補助金も入れ集会
場所とコワーキングスペースとする改修を行い、同時
に指定管理方式に移管し、ここ５年間は㈱しくみが指
定管理者となっていました。当初より管理だけでは旨
味がないことから、ふるさと納税の返礼品業務をセッ
トでという案で、これには当時議会の中には反対者
もいました。というのは、その手数料は納税額の10％
というもので、５億円納税されれば約５千万円が委
託料となります。
今年度での納税額は６億円を超える見込みです。

それだけの金額を、なぜ一般財源から多額の負担金
支出をしている白馬村観光局、あるいは道の駅や山
小屋など村の財産を預かり運営する村振興公社に委
託させないのか。そういった村関連組織の収入にな
ぜしないのか。議会としてこの業務を村関連の観光
組織に行わせるべきとの提言書を出していました。

次なる指定管理者の募集に当たり観光局など３者
が応募し、行政による厳正な審査の結果、観光局が向
う３年間の指定管理者になることの追加議案として
提出されたものです。議会は、この議案を全会一致
で可決しました。
新たな観光財源の検討を再開した白馬村。現状最

も安定している財源であるふるさと納税。その手数料
を活かし、ノルウェービレッジの管理とともに、観光
局によるさらなる納税額アップの取り組み強化を期待
しています。

ふるさと納税の税収アップとノルウェービレッジの
活用に期待する。

陳情第7号　
白馬村小中学校給食費の補助拡充を求める陳情書

反対討論
太谷　修助

　村では給食費の保護者負担分は、1,095万円余り補助
している。また、教育委員会では地産地消の拡充や有機
栽培した食材を給食に提供していく計画もある。今後は
スクールバスの通年運行など計画されており、教育にか
ける費用は増加していく。単に給食費の補助だけを注目
するのではなく、教育全体を鑑み、限られた財源を必要
なところに割り充て、支援をしていくべきと考え反対。

賛成討論
加藤　亮輔

現在、村は１食に付き、小学生10円、中学生20円。年間小
学生2,000円、中学生4,000円の補助を実施。２年前から
学校給食費の無償化事業が全国的に広がり、今年度実
施、及び実施予定は491自治体。北ア圏域でも、小谷村は、
２割の補助を５割に引き上げ。池田町、松川村は、１万
円増額して、小学生45,800円、中学生46,600円に引き上
げ。その差を縮小するための増額陳情で賛成。
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一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

ボランティアポイント制度を導入しないか
	 丸山　勇太郎	 ………………………… 7
有機農業推進の取り組みは	
	 加藤　ソフィー	 ……………………… 8
有収率44%は危機的、妥当な数値は
	 切久保　達也	 ………………………… 9
宿泊施設の実際の運営者を把握しているか
	 尾川　耕	 …………………………… 10

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
	　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

被災された皆様にお見舞い申し上げます。また避難を余儀なくされる方もおられるので、今後の早い
復旧を望みます。（令和5年12月16日発生、白馬村黒豆沢土砂災害・緊急対策工事）

堆積土砂撤去作業（写真提供：白馬村建設課）

来年度予算で、給食費補助額5割に増額は
	 加藤　亮輔	 ………………………… 11
議会や議員からの政策提言の取扱いは
	 津滝　俊幸	 ………………………… 12
白馬村の観光の方向性とは何か
	 丸山　和之	 ………………………… 13
観光振興のための財源確保には何が必要か
	 太谷　修助	 ………………………… 14
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【
理
念
の
共
有
と
村
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
】

問
１
年
数
か
月
が
経
過
し

た
村
長
が
、素
直
に
感
じ

て
い
る
役
場
や
村
政
の
課
題
は

な
に
か
。

答

 

村
長  

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

に
分
け
、ヒ
ト
で
は
、人

材
不
足
と
職
員
年
齢
分
布
の
バ

ラ
ツ
キ
、ま
だ
残
っ
て
い
る
年
功

序
列
や
縦
割
り
制
度
、こ
の
村
独

自
の
業
務
量
の
多
さ
、Ｄ
Ｘ
対
応

な
ど
で
職
務
の
量
と
幅
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
。モ
ノ
で
は
、

行
政
財
産
の
使
用
に
自
由
度
が

効
か
な
い
こ
と
、負
担
の
大
き
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
維
持
管

理
、水
道
な
ど
主
要
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
な
ど
。カ
ネ
で
は
、膨
大

な
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
、有

利
な
過
疎
債
が
本
村
は
使
え
な

い
こ
と
。観
光
地
な
ら
で
は
の
除

雪
費
を
は
じ
め
出
費
の
多
さ
。だ

か
ら
こ
そ
新
た
な
観
光
財
源
は

ど
う
し
て
も
必
要
と
考
え
る
。

問
本
村
行
政
の
問
題
点
を

２
つ
指
摘
す
る
。１
つ
は
、

い
ま
だ
行
政
区
問
題
に
何
ら
解

決
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。こ

れ
は
未
加
入
問
題
だ
け
で
は
な

い
。２
つ
目
と
し
て
、ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
の
精
度
と
施
策
推
進
の
基
礎

と
な
る
数
字
、特
に
分
母
と
な
る

数
字
を
し
っ
か
り
把
握
で
き
て

い
な
い
こ
と
。内
容
に
よ
っ
て
は

足
で
稼
ぐ
し
か
な
い
が
ど
う
考

え
る
か
。

答
行
政
区
の
課
題
は
分
か
っ

て
い
る
。ま
た
、ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
の
精
度
は
私
自
身
就
任

前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
、

ベ
ッ
ド
数
の
把
握
な
ど
で
き
て

い
な
い
。足
で
稼
ぐ
ほ
か
、Ｄ
Ｘ

で
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

対
応
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、し
っ

か
り
認
識
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
広
報
と
広
聴
が
大
切
だ
が
、

広
報
で
は
今
も
っ
て
お
し

な
べ
て
行
き
渡
ら
せ
る
術
が
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
最
も
有
効
な
手
段
は

ス
マ
ホ
。村
内
7
0
0
0
台
保
有

予
想
に
対
し
て
、防
災
ナ
ビ
は

3
1
4
0
件（
目
標
は
１
万
件
）。

防
災
メ
ー
ル
登
録
者
は
た
っ
た

の
3
5
8
件
。防
災
メ
ー
ル
と
言

い
な
が
ら
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
レ
ッ
ジ
の
お
知
ら
せ
が
３
回

届
い
た
。防
災
以
外
に
使
え
る
な

ら
積
極
的
に
使
う
べ
き
だ
が
。

答
防
災
以
外
の
お
知
ら
せ

を
流
し
て
い
け
な
い
こ

と
は
法
的
に
は
な
い
。ス
マ
ホ
へ

の
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
は
有
効
な

手
段
と
し
て
Ｄ
Ｘ
施
策
に
も
入

れ
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。ス
マ

ホ
教
室
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

問
広
聴
で
は
、地
区
役
員
懇

談
会
を
以
前
の
よ
う
に

全
地
区
と
や
ら
な
い
の
は
手
抜

き
で
し
か
な
い
。こ
れ
は
御
用
聞

き
の
場
で
は
な
く
、そ
の
年
の
役

員
と
村
政
の
課
題
に
つ
い
て
話

を
す
る
意
見
交
換
の
場
。サ
イ
レ

ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
意
見

を
聞
く
非
常
に
有
効
な
場
で
、２

期
８
年
や
れ
ば
2
4
0
0
人
と

話
が
で
き
る
。活
か
さ
な
い
手
は

な
く
全
地
区
実
施
に
戻
さ
な
い

か
。答

 

村
長  

私
も

相
互
理
解
の

場
と
し
て
有
効
と
感

じ
て
い
て
、１
年
目

は
忙
し
過
ぎ
た
が
、

来
年
度
以
降
は
ぜ
ひ

努
力
し
た
い
。

問
草
刈
り・ご
み

拾
い
、福
祉
活

動
・
教
育
へ
の
地
域

協
力
、や
り
た
が
ら

な
い
お
役
目
。
村
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

力
に
報
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
な
い
か
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
や
、イ
ベ
ン
ト
化
な
ど
の
工

夫
次
第
で
、村
民
か
ら
の
協
力
を

頂
け
る
の
で
は
。

答
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
は

考
え
て
い
る
。そ
れ
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
す
る
の
は
良
い
考
え
。

　
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、楽
し
み
な
が
ら
参
加
者
を
募

る
こ
と
も
考
え
て
み
た
い
。

答 インセンティブのデジタ
ル地域通貨は妙案

問ボランティアポイント
制度を導入しないか

丸山	勇太郎

白馬村は有害外来種セイタカアワダチソウの駆除に先進的に取り組んでき
たが、実際は高齢化した賛助会員によるボランティア活動によって細々と続
けられているだけ。会員も減少し、行政主導による全村的協力を訴えている。
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【
有
機
農
業
と
学
校
給
食
】 

問
有
機
農
業
推
進
の
取
り

組
み
状
況
は
。 

答
有
機
J
A
S
の
認
定
・
更

新
等
に
係
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
を
R
４
年

か
ら
進
め
て
い
る
。ま
た
、見
直

し
を
図
る
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
、新
た
に
有
機
エ
リ
ア
を

設
定
し
た
い
。 

問
有
機
栽
培
に
関
心
が
あ
る

農
家
は
増
え
て
い
る
か
。 

答
新
規
就
農
者
の
方
で
は

関
心
あ
る
人
が
増
え
て

い
る
。面
談
す
る
中
で
、認
証
の

取
得
を
打
診
す
る
が
、躊
躇
し
て

し
ま
う
印
象
。 

問
認
証
制
度
は
、品
質
の
担

保
や
販
売
す
る
際
に「
有

機
農
産
物
」と
し
て
名
乗
る
こ
と

が
で
き
る
上
で
は
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
が
、小
規
模
農
家
に
と
っ
て

は
、負
担
の
ほ
う
が
大
き
い
。県

の
計
画
の
中
で
は
有
機
農
業
と

い
う
定
義
を「
化
学
肥
料
及
び
農

薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
と
遺
伝

子
組
換
え
技
術
を
利
用
し
な
い

で
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限

り
低
減
し
た
農
業
」と
し
て
お
り

認
証
に
限
っ
て
は
い
な
い
。未

認
証
の
有
機
農
家
の
把
握
は
さ

れ
て
い
る
か
。 

答
新
規
就
農
者
で
関
心
あ

る
方
は
１
名
、信
州
の
環

境
に
や
さ
し
い
認
証
を
取
っ
て

い
る
方
々
が
9
名
い
る
と
把
握

し
て
い
る
。 

問
ま
ず
は
有
機
栽
培
す
る

人
を
増
や
し
、寒
冷
地
で

あ
る
村
で
の
栽
培
技
術
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
が
先
だ
と
思
う
が
、

ど
う
お
考
え
か
。 

答
既
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
や
関
係
者
と
話
し
合

い
、発
掘
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。 

問
千
葉
県
い
す
み
市
で
は

農
家
の
所
得
向
上
を
目

指
し
て
、有
機
稲
作
モ
デ
ル
事
業

と
い
う
３
年
間
の
実
証
実
験
を

行
い
、栽
培
技
術
を
確
立
さ
せ
、

今
で
は
有
機
の
先
進
地
と
な
っ

た
。
委
託
農
家
に
10
a
当
た
り

4
万
円
の
支
援
を
行
い
な
が
ら

外
部
講
師
、県
や
J
A
と
連
携

し
て
事
業
を
行
な
っ
た
そ
う
だ

が
、そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
は
。 

答
一
般
的
に
有
機
農
法
は
、

慣
行
農
法
よ
り
も
労
力

や
経
費
が
か
か
る
。ど
の
よ
う
に

補
填
し
て
い
く
か
、こ
れ
か
ら
の

研
究
課
題
と
し
て
考
え
た
い
。 

問
今
後
、有
機
農
業
推
進
計

画
を
作
る
予
定
は
。 

答
地
域
計
画
、目
標
地
図
策

定
等
、農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
見
直
し
を
優
先
す
る

た
め
、現
時
点
で
は
有
機
農
業
推

進
計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
。 

問
有
機
の
エ
リ
ア
を
設
定

し
て
い
く
と
い
う
の
は

非
常
に
い
い
こ
と
。ど
の
く
ら
い

の
面
積
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の

か
。 答

こ
れ
か
ら
農
業
委
員
会

や
認
定
農
業
者
の
方
々

と
検
討
す
る
。少
な
く
と
も
、現

在
有
機
栽
培
し
て
い
る
エ
リ
ア

は
入
れ
て
い
き
た
い
。さ
ら
に
面

積
を
拡
大
す
る
に
は
、場
所
が
ど

こ
で
も
い
い
わ
け
で
は
な
い
の

で
、関
係
者
と
話
し
合
い
な
が
ら

決
め
た
い
。 

問
有
機
農
業
を
地
域
で
波

及
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

今
後
、有
機
給
食
を
行
な
う
予
定

は
あ
る
か
。 

答

 

教
育
課
長  

今
年
度
は

有
機
食
材
献
立
の

日
を
計
画
し
て
お

り
、実
施
時
期
は
３

学
期
に
な
る
予
定
。

年
間
を
通
し
て
の

使
用
は
予
算
や
安

定
供
給
が
課
題
で

あ
る
が
、農
協
や
農

政
課
と
連
携
し
、良

い
方
向
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。 

問
食
材
費
が
小
学
生
２
９
０

円
、中
学
生
３
４
５
円
の

中
で
有
機
地
場
産
の
給
食
を
実

現
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。
重
点
施
策

で
あ
る
子
育
て
支
援
と
し
て
も
、

農
家
に
適
正
価
格
を
支
払
う
と

い
う
面
で
も
、村
の
補
助
を
増
額

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
は
。 

答

 

村
長  

子
育
て
支
援
は
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
予
算
組
み
を
し
て
い
く

中
で
優
先
順
位
を
つ
け
、総
合
的

に
勘
案
し
て
い
き
た
い
。 

答
農
振
計
画
に
有
機
エ
リ
ア
を
設
定

し
た
い

問
有
機
農
業
推
進
の
取
り

組
み
は 加藤	ソフィー

日本の食料自給率はとても低く、食料安全保障は揺ら
いでいるが、危機感は薄く食べ物がなくなってからで
はもう手遅れです。防衛費を増額する前にやることが
あるのではないでしょうか。地方から有機農業と学校

給食をつなぎ、少しでも希望を未来へ。
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【
上
下
水
道
事
業
】

問
現
在
、
給
水
人
口
９
︐

９
０
０
人
１
日
最
大
給
水

量
２
万
６
︐９
０
０
㎥
で
運
営
と

あ
る
が
、将
来
の
給
水
人
口
を
何

人
に
設
定
か
、そ
の
算
出
根
拠
は
。

答
将
来
人
口
を
推
計
す
る

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
※
を

用
い
て
算
出
、令
和
14
年
の
行
政

区
域
内
人
口
を
７
︐２
２
８
人
、

１
日
最
大
給
水
量
を
８
︐６
９
３

㎥
と
推
計
し
て
い
る
。

問
水
道
管
総
延
長
は
約

２
０
３
km
で
、う
ち
30
％

に
相
当
す
る
61
km
が
法
定
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
る
。ま
た
、水

道
管
破
裂
に
伴
う
修
繕
工
事
は
、

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る

地
区
に
多
い
の
か
。

答
法
定
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
る
管
路
は
、拡
張
時

期
の
１
９
７
０
年
代
に
布
設
さ

れ
た
も
の
で
、特
定
の
行
政
区
だ

け
で
な
く
、村
内
に
点
在
。水
道

管
破
裂
事
故
の
傾
向
は
、経
過
年

数
に
加
え
、当
時
の
施
工
状
況
に

起
因
す
る
も
の
が
多
く
、例
え
ば

水
道
管
を
保
護
す
る
保
護
砂
が

不
十
分
の
た
め
、水
道
管
に
岩
石

が
接
触
す
る
漏
水
や
、神
代
断
層

地
震
の
影
響
に
よ
る
も
の
。

問
最
近
実
施
し
て
い
る
工

事
箇
所
は
耐
震
工
法
か
。

答
開
削
工
法
で
、掘
削
時
の

発
生
土
は
処
分
し
、保
護

砂
と
採
石
に
よ
る
埋
め
戻
し
を

基
本
と
し
、管
の
種
類
に
耐
震
管

の
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を

採
用
し
て
い
る
。

問
外
国
人
所
有
の
不
動
産

が
増
え
、令
和
2
、3
年

に
は
不
在
に
よ
る
影
響
で
漏
水

が
多
く
な
っ
た
と
聞
い
た
が
、指

導
と
対
策
は
。

答
仕
様
書
の
英
語
版
作
成

や
冬
季
の
長
期
不
在
対

策
と
し
て
無
線
検
針
の
導
入
を

こ
の
1
月
か
ら
実
証
し
て
い
く

予
定
で
い
る
。

問
耐
震
化
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
る
二
股
浄
水
場
の
耐

震
化
工
事
は
、工
事
以
前
に
本
村

の
水
源
、楠
川
、松
川
、平
川
源
太

郎
、３
箇
所
の
浄
水
処
理
能
力
、

１
日
当
た
り
２
万
１
︐１
０
０
㎥

に
対
し
、最
大
取
水
量
実
績
は
１

日
当
た
り
１
万
１
︐０
１
９
㎥
。

そ
れ
ぞ
れ
の
水
源
地
の
最
大
の

稼
働
率
が
、楠
川
45
％
、源
太
郎

64
％
、松
川
44
％
、全
体
で
最
大

の
稼
働
率
52.
2
％
と
な
っ
て
い

る
が
、二
股
浄
水
場
の
耐
震
工
事

で
は
、現
有
能
力
と
同
程
度
の
施

設
更
新
が
必
要
な
の
か
。

答
令
和
元
年
度
の
実
績

値
で
、二
股
浄
水
場
が

３
︐７
５
９
㎥
、源
太
郎
水
源
で

は
５
︐５
６
７
㎥
、楠
川
水
源
で

１
︐６
９
３
㎥
、と
な
っ
て
い
る

が
、他
の
水
源
が
、湧
き
水
や
地

下
水
で
あ
り
、神
城
断
層
地
震
の

発
生
時
に
、楠
川
水
源
で
白
濁
を

し
た
経
験
も
あ
る
。二
股
浄
水
場

は
水
源
と
し
て
は
一
番
安
定
し

て
い
る
。ま
た
、水
量
の
減
少
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、二
股
浄
水
場
の
更
新

は
、他
の
水
源
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
機
能
も
考
慮
し
て
、水
量
を
計

画
し
た
い
。計
画
水
量
は
、現
在

の
運
用
で
１
日
に
４
︐０
０
０
㎥
、

他
の
水
源
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

考
慮
す
る
と
、１

日
に
６
︐０
０
０

㎥
が
必
要
と
、
今

は
想
定
し
て
い
る
。

問
公
共
下
水

道
区
域
内

の
加
入
率
は
、 

ま

た
未
接
続
世
帯
の

現
状
と
対
策
は
。

答
令
和
４
年

度
の
数
値

は
、公
共
下
水
道

区
域
内
の
人
口

６
︐５
８
１
人
に

対
し
、
下
水
道
加

入
者
が
５
︐４
９
８

人
で
、
加
入
率
は

83.
５
％
。区
域
内

の
約
16.
５
％
の

方
が
、下
水
道
に
未
接
続
の
状

況
。そ
の
対
策
と
し
て
、直
接
加

入
案
内
や
１
年
間
の
使
用
料
を

免
除
す
る
白
馬
村
下
水
道
使
用

料
免
除
規
定
を
令
和
４
年
度
に

策
定
し
た
。

︿
訳
注
﹀

※
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
と
は

　

�

人
口
変
動
の
要
因
で
あ
る
生
存
率
、

出
生
率
、性
別
比
率
、転
入
、転
出
の

移
動
率
を
変
化
率
と
し
て
、5
年
ご

と
の
将
来
人
口
を
推
計
す
る
。

答 全国平均は約78%、比較
するとかなり低い

問有収率44% は危機的、
妥当な数値は

切久保	達也

老朽化が進む二股浄水場。再整備には多額の事業費が見込まれている。
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【
村
へ
の
投
資
に
伴
う
宿
泊

施
設
の
現
状
】

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
コ
テ
ー

ジ
タ
イ
プ
の
宿
の
増
加

に
伴
い
、村
に
苦
情
・
対
策
を
求

め
る
相
談
は
あ
る
か
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

に
伴
う
も
の
で
、コ
テ
ー

ジ
タ
イ
プ
の
増
加
に
伴
う
も
の

と
言
い
切
れ
な
い
が
、村
に
は
施

設
改
装
時
の
廃
材
の
処
分
を
め

ぐ
る
苦
情
や
、ご
み
の
処
分
に
関

す
る
苦
情
の
ほ
か
、騒
音
に
関
す

る
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問
旅
館
業
法
の
届
け
出
を

行
っ
て
い
る
宿
泊
施
設

は
何
件
か
。そ
の
内
、実
際
に
営

業
し
て
い
る
の
は
何
件
か
。

答
９
月
末
の
施
設
数
は
１
︐

０
５
４
件
。中
に
は
旅
館

業
の
営
業
を
廃
止
し
て
い
る
施

設
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、営
業

し
て
い
る
宿
泊
施
設
数
は
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
。

問
宿
泊
施
設
の
所
有
者
・
経

営
者
・
運
営
者
を
把
握
し

て
い
る
か
。

答
所
有
者
、法
務
局
の
登
記

簿
及
び
建
築
確
認
申
請

や
家
屋
評
価
を
行
な
っ
た
建
物

に
つ
い
て
の
把
握
を
し
て
い
る
。

経
営
者
は
、大
町
保
健
所
か
ら
提

供
を
受
け
る
旅
館
業
法
の
許
可

情
報
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
必
要
な
時
に
保
健
所
に

情
報
公
開
を
求
め
て
い
る
。
な

お
、運
営
者
は
旅
館
業
法
で
は
把

握
で
き
て
い
な
い
の
で
、分
か
ら

な
い
。

問
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
建
物（
土
地
）で
、村

内
に
住
民
票
が
な
い
個
人（
外
国

人
）や
、村
内
に
本
店
が
な
い
法

人（
外
国
法
人
含
む
）が
所
有
す

る
建
物
は
、そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
。

答
住
民
票
を
有
し
な
い
方

が
所
有
す
る
土
地
は
、

１
万
３
︐
１
８
１
筆
で
３
︐

１
６
９
名
。家
屋
は
１
︐９
２
９

棟
で
１
︐３
８
９
名
。法
人
登
記

上
の
本
店
所
在
地
が
白
馬
村
以

外
の
法
人
が
所
有
す
る
土
地
は

４
︐１
４
５
筆
で
３
２
８
社
、家

屋
は
７
９
３
棟
で
３
０
０
社
。

　

ち
な
み
に
外
国
籍
の
方
と
村

内
に
本
店
を
有
し
な
い
法
人
を

抽
出
す
る
と
、個
人
所
有
の
土
地

は
２
５
０
筆
で
１
７
３
名
、家
屋

は
２
６
４
棟
で
１
８
５
名
、法
人

所
有
の
土
地
は
64
筆
で
１
３
７

社
、家
屋
は
１
３
６
棟
で
60
社
。

問
非
居
住
者
又
は
外
国
法

人
が
経
営
す
る
宿
泊
施

設
で
は
、住
民
税（
個
人
住
民
税・

法
人
村
民
税
）を
支
払
う
義
務
は

あ
る
か
。

答
個
人
は
、１
月
１
日
に
白

馬
村
に
住
民
票
が
あ
る

人
。

　

外
国
法
人
は
、村
内
に
恒
久
的

な
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
場
合
に
は
白
馬
村
へ
申
告

し
、法
人
村
民
税（
均
等
割
及
び

法
人
割
）を
納
付
す
る
義
務
が
生

じ
る
。ま
た
、建
築
確
認
申
請
が

あ
っ
た
場
合
、営
業
物
件
で
あ
れ

ば
法
人
住
民
税
の
担
当
者
と
家

屋
の
担
当
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

法
人
の
設
立
届
を
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、連
携
し
て
課
の
中
で

行
な
っ
て
い
る
。

問
コ
テ
ー
ジ
を
運
営
し
て

い
る
会
社
な
ど
に
、ご
み

出
し
の
ル
ー
ル
を
伝
え
て
い
る

か
。答

事
業
者
に
対
し
て
特
別

に
周
知
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
し
て
い
な
い
。

問
箱
根
町
で
は
、許
可
番
号

や
常
時
連
絡
の
取
れ
る

連
絡
先
を
掲
示
す
る
条
例
が
あ

る
。そ
の
よ
う
な
条
例
を
作
る
気

は
な
い
か
。

答
箱
根
の
事
例
を
実
際
調

べ
て
、実
際
に
は
課
題
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
。問
題
・
効
果

も
調
べ
、検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

箱根町など神奈川県内では、宿泊施設の玄関等に「標識」を掲示する県条例が
ある。営業者が常駐しない建物の場合連絡先を記載する欄が設けられている。

答
旅
館
業
法
で
は
把
握
す
る
術
が

な
い

問
宿
泊
施
設
の
実
際
の
運
営
者

を
把
握
し
て
い
る
か

尾川	耕
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【
村
民
要
求
を
実
現
す
る
予

算
の
作
成
を
】

問
村
の
給
食
費
の
保
護
者

負
担
へ
の
補
助
は
、1
食

に
付
き
、小
学
生
10
円
・
中
学
生

20
円
を
実
施
し
て
い
る
が
、来
年

度
予
算
で
小
谷
村
、松
川
村
、池

田
町
で
実
施
し
て
い
る
5
割
補

助
を
計
上
で
き
な
い
か
。

答
5
割
実
施
の
試
算
は
、小

学
生
約
1
︐
0
1
7
万

円
、中
学
生
約
7
4
4
万
円
。合

計
1
︐7
6
1
万
円
余
り
が
新
た

な
公
費
負
担
。給
食
は
児
童
生
徒

の
健
全
な
身
体
発
育
や
食
育
教

育
に
繋
が
る
も
の
で
、自
治
体
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
国
が
制

度
す
べ
き
。令
和
6
年
度
当
初
予

算
編
成
の
中
で
、配
分
を
総
合
的

に
判
断
す
る
。

問
文
科
省
が
学
校
給
食
の
無

償
化
調
査
し
た
2
0
1
8

年
は
、小
中
学
校
の
無
償
化
自
治

体
が
76
。一
部
補
助
の
自
治
体
が

4
2
0
。4
年
後
の
2
0
2
2
年

は
無
償
化
が
約
3.3
倍
の
2
5
4

自
治
体
に
拡
大
。そ
し
て
、今
年

の
調
査
で
は
4
9
1
自
治
体
に
、

以
前
は
少
子
化
、移
住
対
策
等
の

名
目
で
小
さ
な
自
治
体
で
実
施
。

そ
れ
が
、青
森
市
、2
7
0
万
都

市
の
大
阪
市
、高
松
市
、那
覇
市

と
拡
大
。住
民
要
望
が
強
く
、少

子
化
対
策
、子
育
て
支
援
に
も
な

り
、重
要
な
事
業
と
認
知
さ
れ
、

拡
大
し
た
と
思
う
。小
谷
村
は
、

2
割
規
模
の
補
助
額
を
5
割
に

増
額
し
た
。全
国
の
流
れ
は
優
先

事
業
に
な
っ
て
い
る
。村
長
の
見

解
は
。

答
全
国
的
に
給
食
の
無
償

化
の
動
き
も
、優
先
順
位

と
し
て
は
高
い
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。優
先
度
に
関
し
て
は
、

子
育
て
支
援
も
、子
ど
も
の
健
全

育
成
も
重
要
と
考
え
る
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員（
以

降
：
年
度
職
員
）制
度
は
、

全
国
の
非
正
規
職
員
の
、待
遇
の

改
善
と
均
一
化
を
目
的
に
導
入

し
た
制
度
。導
入
の
目
玉
で
あ
っ

た
、期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、

常
勤
職
員
と
の
差
は
縮
小
し
た

か
、令
和
4
年
度
及
び
5
年
度
の

年
間
支
給
月
数
比
較
を
。

答
期
末
手
当
の
支
給
月
数

は
、令
和
4
年
度
、常
勤

職
員
が
2.4
月
、
年
度
職
員
が

1.
4
5
月
で
、
差
は
0.
9
5

月
。令
和
5
年
度
は
、常
勤
職
員

が
2.
4
5
月
、
年
度
職
員
が

1.
4
5
月
で
、差
は
1.0
月
。	

問
期
末
手
当
の
年
間
支
給

月
数
長
野
県
比
較
表
の

真
ん
中
の
2.4
月
が
標
準
支
給
月

数
で
44
自
治
体
が
実
施
。当
村
は

1.
4
5
で
一
番
少
な
い
。南
箕

輪
村
は
2.
6
0
で
常
勤
職
員
よ

り
も
0.2
月
多
く
支
給
、コ
メ
ン
ト

欄
に
、年
度
職
員
の
採
用
を
有
利

に
す
る
た
め
、常
勤
職
員
よ
り
も

多
く
支
給
。箕
輪
町
は
年
度
職
員

は
勤
勉
手
当
の
支
給
な
し
の
た

め
、常
勤
職
員
よ
り
も
0.5
月
多
く

支
給
。塩
尻
市
は
、保
育
士
確
保

の
た
め
、保
育
職
の
年
度
職
員
だ

け
3.0
月
で
、他
の
年
度
職
員
は
、

2.0
月
、と
各
自
治
体
が
工
夫
し
て

い
る
。ま
た
、こ
の

制
度
を
始
め
る
と

き
に
2
年
程
度
で

一
緒
に
、と
の
行
動

指
針
が
出
て
い
る
。

同
じ
月
数
に
す
べ

き
。同
じ
、標
準
月

数
で
計
算
す
る
と

い
く
ら
か
。

答
令
和
5
年

度
の
率
だ

と
、
年
間
の
予
算

ベ
ー
ス
で
2
︐

2
0
0
万
円
程

度
。

問
期
末
手
当
は
年
度
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、村

の
発
展
の
た
め
に
も
、2.4
月
に
す

る
補
正
議
案
を
提
出
で
き
な
い

か
。答

拙
速
な
判
断
は
で
き
な

い
の
で
、他
の
自
治
体
に

比
べ
て
著
し
く
低
い
よ
う
で
あ

れ
ば
考
え
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、

周
辺
自
治
体
の
状
況
を
把
握
す

る
中
で
研
究
す
る
。

答 1,761万円必要。予算編成
の中で総合的に判断

問来年度予算で、給食費
補助額5割に増額は

加藤	亮輔

同じ圏域でこんなに差があっていいか。
（令和5年12月議会の一般質問で使用した資料集から）
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【
令
和
6
年
度
予
算
編
成
方

針
と
重
点
事
業
】

問
本
年
度
の
基
本
方
針
の

進
捗
状
況
と
成
果
は
。

答
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

に
つ
い
て
は
、E
V
急
速

充
電
設
備
２
台
の
更
新
。
エ
コ

カ
ー
買
換
え
補
助
交
付
8
件
。犬

川
用
水
電
動
ゲ
ー
ト
・
小
水
力
発

電
事
業
は
入
札
発
注
。ゼ
ロ
エ
ネ

住
宅
普
及
支
援
は
申
請
１
件
。

D
X
の
推
進
は
専
門
人
材
を
配

置
し
、庁
内
に
D
X
推
進
チ
ー

ム
立
上
げ
白
馬
村
ス
マ
ー
ト
ビ

レ
ッ
ジ
推
進
計
画
を
策
定
、来
年

度
は
L
I
N
E
の
活
用
に
よ
る

電
子
申
請
、決
済
や
契
約
の
電
子

化
な
ど
庁
内
業
務
の
効
率
化
を

図
る
。子
育
て
支
援
で
は
未
満
保

育
児
童
解
消
や
小
規
模
保
育
施

設
の
新
設
。は
く
ば
っ
子
応
援
給

付
金
の
新
設
や
子
ど
も
の
第
3

の
居
場
所
開
設
へ
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問
既
存
事
業
の
見
直
せ
る

の
か
。

答
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
は
難
し

く
、今
年
度
の
新
規
事
業

が
結
果
的
に
上
乗
せ
さ
れ
支
出

が
増
大
す
る
。

問
新
た
な
財
源
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
が
年
々

増
加
傾
向
で
、本
年
度
は

1
億
円
以
上
を
増
額
基
金
化
。税

収
も
堅
調
。

問
新
規
発
行
債
の
状
況
は
。

答
元
金
償
還
額
以
下
に
抑

え
る
予
算
編
成
方
針
に

基
づ
き
、元
金
償
還
額
は
今
後
数

年
間
7
億
円
を
超
え
る
水
準
で

推
移
す
る
見
込
み
。こ
れ
以
上
の

公
債
費
負
担
は
地
方
債
に
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

レ
ッ
ジ
認
証
を
踏
ま
え

た
次
年
度
重
点
事
業
は
。

答
登
山
道
の
整
備
や
自
然

保
護
に
よ
る
山
岳
観
光

の
充
実
、高
付
加
価
値
化
の
お
も

て
な
し
向
上
に
よ
る
宿
泊
施
設

の
魅
力
化
と
文
化
継
承
、農
業
振

興
と
観
光
と
の
連
携
、塩
の
道
沿

線
の
案
内
看
板
や
施
設
の
整
備

な
ど
、持
続
可
能
な
観
光
地
で
あ

る
た
め
の
施
策
。

問
議
会
や
議
員
か
ら
の
政

策
提
言
や
令
和
4
年
度

決
算
に
お
い
て
の
意
見
の
反
映

は
。答

内
容
を
取
り
ま
と
め
資

料
を
作
成
し
、所
管
課
以

外
に
限
ら
ず
横
断
的
な
活
用
や

情
報
共
有
を
し
て
い
る
。ま
た
、

予
算
編
成
で
は「
各
種
事
業
の
前

例
踏
襲
で
は
な
く
、検
証
の
う
え

見
直
し
を
行
う
こ
と
」を
厳
し
く

指
示
し
た
。

問
公
共
交
通
網
の
整
備
は

来
年
度
が
計
画
の
最
終

年
度
。

答
観
光
客
向
け
の
Ａ
Ｉ
デ

マ
ン
ド
と
高
齢
者
向
け

の
ふ
れ
愛
号
を
一
緒
に
す
る
形

で
制
度
設
計
し
て
い
る
。ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
現
状
を
継
続
。

【
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
】

問
こ
の
事
業
の
取
組
み
と

推
進
方
法
は
。

答
H
T
V
で
継
続
的
に
3

市
村
の
エ
リ
ア
取
組
む
。

実
際
は
観
光
消
費
ま
で
は
、た
ど

り
着
い
て
い
な
い
。現
状
を
把
握

し
つ
つ
、食
を
楽
し
む
旅
を
広
げ

る
き
っ
か
け
と
素
地
づ
く
り
や

村
内
事
業
者
が
参
加
し
や
す
い

状
況
を
つ
く
り
た
い
。

問
道
の
駅
で
扱
う
商
品
で
、

同
一
ブ
ラ
ン
ド
の
共
同

開
発
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
小
谷
と

連
携
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
来
客
数
や
売
上
の
増
加
、

そ
れ
に
伴
っ
て
の
地
域

内
調
達
も
増
加
す
る
な
ど
様
々

な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、こ

ち
ら
か
ら
小
谷
村
へ
提
案
し
て

い
く
。

問
推
進
の
た
め
の
組
織
と

財
源
は
。

答
村
が
率
先
し
て
組
織
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
。他

地
域
の
事
例
を
踏
ま
え
事
業
の

利
害
関
係
者
を
つ
な
ぐ
調
整
役

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
活
動
を
支
え
後

押
し
て
い
く
形
で
、先
ず
は
ス

タ
ー
ト
を
き
り
た
い
。ま
た
、財

源
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
で
資
金
調
達
を
考
え
た
い
。

津滝	俊幸

答
真
摯
に
受
止
め
課
長
会
議
で
情
報

共
有
し
て
い
る

問
議
会
や
議
員
か
ら
の
政

策
提
言
の
取
扱
い
は

令和 6 年度予算編成方針 HAKUBA VALLEY
ガストロノミーツーリズム

詳しくは QR コードからご覧ください。
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【
白
馬
村
の
観
光
の
方
向
性
】

問
白
馬
村
が
目
指
す
世
界

水
準
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ

ゾ
ー
ト
と
は
何
か
。

答
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
3
つ
を
、地
域
の
主
な
目
標
と

し
て
目
指
す
も
の
。

問
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

レ
ッ
ジ
の
認
定
に
お
い

て
、評
価
さ
れ
た
点
と
し
て
、持

続
可
能
な
観
光
地
経
営
や
誰
も

が
快
適
に
滞
在
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、旅
行
者
も
村
民

も
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
点
と
あ
る
が
、

そ
の
実
現
度
は
。

答
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
点
で
は
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
推
進
し
て
い
る
が

行
政
も
含
め
て
30
％
、多
様
性
と

い
う
面
で
は
白
馬
は
進
ん
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、世
界
と
比
べ

る
と
50
％
く
ら
い
。ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
点
に
お
い
て
も
50
％

と
考
え
る
。今
後
も
、目
標
に
向

け
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
。問

世
界
的
に
持
続
可
能
な

観
光
地
と
し
て
認
め
ら

れ
た
と
理
解
す
る
が
、先
人
た
ち

が
育
ん
で
き
た
歴
史
文
化
を
今

後
、ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
き
、

村
の
観
光
に
生
か
し
て
い
く
の

か
。答

そ
の
取
り
組
み
そ
の
も

の
を
観
光
地
経
営
計
画

策
定
の
際
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。今
回
の
認
定
で
評
価
さ

れ
た
項
目
を
村
と
し
て
は
、観
光

局
や
民
間
が
行
う
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、村
が
行

う
事
業
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う

な
地
域
文
化
の
継
承
を
加
味
し

た
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
「
民
宿
発
祥
の
地
」と
し

て
こ
れ
か
ら
カ
タ
チ
は

時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
く
と
思
う
が
、「
家
庭
的
な

お
も
て
な
し
の
心
」と
い
う
部
分

は
、白
馬
と
し
て
大
事
に
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
。

答
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、民
宿
の
お
も
て
な
し

文
化
の
継
承
と
い
う
点
で「
高
校

生
ホ
テ
ル
」の
例
が
あ
る
。そ
れ

を
具
体
的
な
例
と
し
て
、客
観
的

持
続
可
能
性
を
有
す
白
馬
に
状

況
に
あ
っ
た
観
光
地
経
営
計
画

を
策
定
で
き
る
。白
馬
の
あ
ら
ゆ

る
観
光
に
関
わ
る
人
の
指
標
と

す
る
こ
と
で
、ど
う
い
っ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
が
、価
値
が
あ
る
も
の
か

を
理
解
し
て
頂
き
、そ
れ
ら
観
光

資
源
を
活
か
し
、継
承
す
る
事
業

に
取
り
組
む
よ
う
に
啓
発
す
る

こ
と
が
行
政
と
し
て
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

問
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

レ
ッ
ジ
の
認
定
に
よ
っ

て
期
待
を
も
っ
て
白
馬
に
来
ら

れ
る
方
々
は
、今
後
増
え
て
い
く

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。持
続

可
能
な
観
光
地
経
営
を
村
全
体

で
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
改
め

て
優
良
事
例
と
し
て
認
め
ら
れ
、

人
の
営
み
育
み
で
あ
る
文
化
歴

史
こ
そ
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
で
あ
り
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

る
が
、村
長
が
目
指
す
白
馬
村
の

観
光
の
方
向
性
と
は
何
か
。

答
地
域
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
文
化
、自
然
環

境
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

磨
き
上
げ
、保
全
継
承
を
行
い
、

美
し
い
環
境
の
中
で
観
光
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
住
民
と
訪
問

者
の
交
流
の
場
を
生
み
出
し
、旅

行
者
も
村
民
も
健
康
で
豊
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
を
共
に
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、目
指
す
観
光

の
方
向
性
。

ベストツーリズムビレッジの盾。
「名実」の「実」の取り組みが重要になってくる。

答 旅行者も村民も健康で
豊かに暮らす地域

問白馬村の観光の方向性
とは何か

丸山	和之
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【
こ
れ
か
ら
の
白
馬
村
の
観

光
】問

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
組
織

に
課
題
が
あ
る
が
、ど
の

よ
う
な
組
織
に
す
る
の
が
良
い

と
考
え
る
か
。

答
各
組
織
の
役
割
や
事
業

を
見
る
中
で
、重
複
し
て

い
る
と
こ
ろ
や
効
果
が
不
明
瞭

な
事
業
に
つ
い
て
は
、予
算
編
成

や
事
業
報
告
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
改
善
等
を
お
願
い
し
て
い
る
。

大
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
は
次
期
観

光
地
経
営
計
画
を
作
成
す
る
時

期
。こ
の
時
期
は
観
光
財
源
の
導

入
を
目
標
と
す
る
時
期
で
あ
り
、

計
画
の
根
幹
の
一
つ
で
あ
る
組

織
と
財
源
を
併
せ
て
考
え
て
い

く
。問

宿
泊
施
設
の
減
少
と
外

国
籍
所
有
者
施
設
の
増

加
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答

 

村
長  
高
齢
化
や
老
朽
化

で
廃
業
、売
却
を
行
政
が

干
渉
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
。村
全
体
で
考
え
る
と
ス
キ
ー

場
ベ
ー
ス
エ
リ
ア
の
ベ
ッ
ド
数

が
減
少
す
る
こ
と
や
街
の
機
能

が
低
下
す
る
こ
と
を
懸
念
。賑
わ

い
が
徐
々
に
失
わ
れ
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。一
方
、外
国

籍
所
有
施
設
に
限
ら
ず
宿
泊
施

設
を
新
設
す
る
動
き
は
少
な
く

な
い
。キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
確
保
で

は
プ
ラ
ス
と
考
え
る
が
、第
一
に

大
切
に
し
て
い
る
民
宿
文
化
を

継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
事
を
懸
念
し
て
い
る
。新

た
な
事
業
者
が
地
域
に
溶
け
込

み
、地
域
の
一
員
と
な
っ
て
地
域

活
動
に
参
加
す
る
の
か
と
い
う

不
安
は
あ
る
。多
様
性
や
学
び
合

い
を
強
く
し
た
村
政
運
営
が
必

要
。問

ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

レ
ッ
ジ
認
定
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
は
。

答
Ｂ
Ｔ
Ｖ
申
請
項
目
に
、地

域
振
興
の
牽
引
力
と
し

て
観
光
を
推
進
す
る
う
え
で
、地

域
が
直
面
し
て
い
る
3
つ
の
主

な
課
題
は
何
か
と
の
問
い
が
あ

り
、「
気
候
変
動
」「
開
発
と
自
然
・

景
観
保
全
と
の
バ
ラ
ン
ス
維
持
」

「
少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
人
材
不
足
」を
課

題
に
挙
げ
た
。

　

家
庭
的
お
も
て
な
し
精
神
が

評
価
さ
れ
た
民
宿
も
、施
設
の
老

朽
化
や
時
代
遅
れ
の
顧
客
ニ
ー

ズ
に
合
わ
な
い
も
の
は
、リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
事
業
再
構
築
補

助
金
や
高
付
加
価
値
補
助
金
を

継
続
し
て
頂
け
る
よ
う
国
に
働

き
掛
け
て
い
く
。白
馬
村
が
認
め

ら
れ
た
価
値
、目
指
す
方
向
な
ど

を
ま
と
め
W
e
b
ペ
ー
ジ
等
を

作
成
し
啓
発
し
て
い
く
。

問
白
馬
村
観
光
振
興
の
た

め
の
財
源
確
保
検
討
委

員
会
の
現
状
と
課
題
は
。

答
初
回
の
検
討
委
員
会
で

は
、当
時
、事
業
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
書
な
ど
の
内

容
確
認
と
、観
光
地
と
し
て
の
財

源
の
確
保
は
不
可
欠
と
再
確
認

し
た
。今
後
3
月
ま
で
に
3
回
開

催
予
定
。

問
観
光
立
村
と
し
て
持
続

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
に
は
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を

考
え
て
い
る
か
。

答
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
優
位

性
が
高
い
小
水
力
発
電

は
魅
力
。実
現
す
る
た
め
に
は
多

額
の
財
政
負
担
と
時
間
が
必
要
。

村
民
、事
業
者
、行
政
が
一
体
と

な
り
、積
極
的
な
取
り
組
み
を
実

践
す
る
こ
と
が
重
要
。

太谷	修助

答
制
度
化
に
は
議
論
の
深
化
と
丁
寧

な
説
明
が
必
要

問
観
光
振
興
の
た
め
の
財
源

確
保
に
は
何
が
必
要
か

古き良き時代は終わりを告げ、洗練された外国人向けの宿泊施設が目立ち、
白馬の歴史を塗り替えようとしている。
新しい風、多様性ある令和の時代だ。
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マチを好きになるアプリ

ト
ピ
ッ
ク
ス

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！
　 gikai@vill.hakuba.lg.jp
85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

山形県内先進自治体視察研修

白馬ホテル協議会と意見交換 白馬シニアクラブとの懇談

議会として4年ぶりに11月8～10日の日程で、山形県内での視察研修を行いました。

議会でも新たな財源についての特別委員会を立ち上げ、財源について検討することとなったため、その

面で新しい取り組みをしている西川町で研修。川西町では、地域コミュニティの重要性を考える点で、地域

の課題解決を図る新しい地域コミュニティの形の一つとして、NPOで地域づくりを行っている団体を視察。

ガストロノミーツーリズムの関係で河北町も訪問しました。

この研修での印象的な言葉として「関係人口」があり、人口の減少により地方創生の限界点に近づいて

きたが、様々な人との対話により関係人口を増やし、地域の活性化につなげるとのこと。知識とやる気のあ

るキーパーソンによって、地域が同じ方向に向かっていけるということを感じた研修でした。

村内大型ホテル事業者で構成されている白馬
村ホテル協議会と11月5日に、議論が再始動した
観光財源等についての意見交換を行いました。

11月16日毎年恒例の懇談会。諸先輩方から
貴重なご意見を頂きました。毎年のことですが
叱咤激励を受け、襟を正す思いでした。

西川町の活力ある町長と歩む職員の皆様とガッツポーズ 川西町にある NOP 法人きらりよしじまネットワークにて

初のおでかけ議会
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活気は戻ったが村政が抱える課題も多い
photo:あずさ５号の到着で賑わう白馬駅前
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HAKUBA

令和6年1月31日発行

■常任委員会 ……………………………………………… 2～3

■議決結果一覧 …………………………………………………4

■ぎあん解説・討論……………………………………………5
■村政を問う　一般質問 …………………………… 6～14

■トピックス ………………………………………………… 15

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」…………… 16

　　　　

あ

と

が

き

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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新
年
早
々
、令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
早
く
か
ら
雪
が

降
り
、幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。
雪
が
消
え
る
と
春
に

は
野
山
が
緑
に
な
り
、秋
に
は
き
れ

い
な
紅
葉
が
楽
し
め
る
白
馬
も
、近

年
の
温
暖
化
に
よ
る
影
響
を
受
け

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
異
常
気

象
に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か

り
で
す
。

今
年
度
は「
議
会
だ
よ
り
」を
多

く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
発
行
に

取
り
組
み
、表
紙
を
変
え
読
み
や
す

い
形
に
し
、変
化
を
加
え
て
い
る
最

中
で
す
。
少
し
で
も
議
会
の
取
り

組
み
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
横
川
恒
夫
）

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

議
　
　
長

尾
川
　
　
耕

増
井
　
春
美

加
藤
ソ
フ
ィ
ー

丸
山
　
和
之

横
川
　
恒
夫

切
久
保
達
也

津
滝
　
俊
幸

丸
山
勇
太
郎

太
田
　
伸
子

持続可能な観光業 エンジョイライフ 不自然な自然になる前に

白馬村が国連の専門機関である世
界観光機構が定める「ベスト・ツーリ
ズム・ビレッジ2023」に認定された
ニュースを聞き、報告会に参加しま
した。
認定に向けて作られた映像には、
白馬の山岳景観、麓に広がる農業地
帯、歴史や文化等がまとめられ、「私
はこんなにも美しい村に暮らしてい
るんだ！」とあらためて感じられる
ものでした。
自分たちが暮らす環境を代々守り
受け継ぐ先人達がいたからこそ、世
界に発信できる観光地「HAKUBA」
の今があり、今を生きる私たちも、こ
の環境を次の世代へ繋いで行けるよ
うに行動することが重要です。
観光業に携わる一人として、観光
による経済的な潤いで白馬村での暮
らしがより豊かなものになるように、
自分には何が出来るのかを考えてみ
たいと思います。

子どもができた頃、自然を楽しみ
色んな事にチャレンジ出来る環境は
と考え決心し、奈良から白馬のこの
地でペンションを開業してもう約40
年。
四季折々の景色の中で暮らし始め
ると、すぐに白馬の虜になりました。
趣味で始めたこの雄大なアルプス
のロケーションの中を自由に飛べる
パラグライダーを、もっと多くの皆
様に楽しんで頂ける様に地元の皆様
の理解と協力のもと、八方でスクー
ルを始めさせて頂き、1年を通じて楽
しんで頂ける環境が充実してきまし
た。当初の念願どおり子ども達もそ
れぞれ家庭を持ち、仕事と趣味をエ
ンジョイしています。
アクティビティに関しては、山・川・
湖そして空があり、この素晴らしい
景色の中、地元の皆様が自ら体験し、
その楽しみを知って、観光のお客様
にお伝え頂く事が、一番心がこもっ
たおもてなしだと思っています。

ジュエリーの専門学校に通ってい
た2年間大阪に住んでいましたが、都
会での生活は向いていないので卒業
後すぐ地元に戻り、今は白馬村でシ
ルバージュエリー制作をしています。
夏は渓流釣りや登山を楽しみ、冬
は滑る。そんな中で得たデザインを
ジュエリーに取り入れるなど、遊び
にも仕事にも欠かすことのできない
白馬の自然。
しかし、釣りに行った時に気にな
るのがどんな小さな沢にもダムが作
られていること。
見える所でも人の目につかない所
でも、自然の形は変えられ壊されて
いる。白馬村って本当に自然豊かだ
と言えるのだろうかと思うこともし
ばしば。
この自然を長く守っていくために
できることは何なのか。小さな事で
も出来ることを探して実践していき
たいと思います。まだ自然が残って
いるうちに。

深空　松沢　瑞木 落倉　前堀　博史 新田　大塚　岳


